
近鉄四日市駅バスターミナル検討部会

第９回検討部会資料

令和５年３月



第９回近鉄四日市駅バスターミナル検討部会事項書 

日時：書面開催 

■議題

第８回近鉄四日市駅バスターミナル検討部会からの変更点について

（１）バスタの変更ポイント

（２）施設配置の新旧比較案

（３）中央通り再編基本計画「３．交通結節点のデザイン（バスターミナルの整備に係

る事項）」の修正案

■ 資料

資料１：事項書

資料２：第２３回デザインＷＧ検討内容（バスタの変更ポイント）

資料３：施設配置の新旧比較案

資料４：中央通り再編基本計画「３．交通結節点のデザイン（バスターミナルの整備

に係る事項）」の修正案 

資料１ 
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デザインWG検討内容（バスタ変更ポイント） 資料2

○変更のポイント

■バスバース形状の変更

・第８回近鉄四日市駅バスターミナル検討部会において、南側にも連節バス対応のバースを設置する

よう意見が出されたことを踏まえ、一部バスバース形状を連節バス対応型に変更したこと。

・タクシー待機において車両の間隔を空けるよう要望が出されたことから、必要な待機台数を確保する

ため、タクシー乗降バースを待機バースに変更したこと。

■バスタエリア内の各施設等の配置計画の変更

・第８回近鉄四日市駅バスターミナル検討部会において示した計画について歩行者動線、くすの木

駐車場、地上施設等との取り合いを検証した結果、課題が判明したことから各施設等の配置計画

を変更したこと。

■バス待ちシェルターの設置案

・これまで近鉄四日市駅バスターミナル検討部会で意見があったシェルターの設置案について今回提

示する。

・西島は構造物が多く、柱や屋根の線がかなり煩雑になることから、極力シンプルな形状に、ボリューム

を統合する観点で、大屋根案を選定したこと。

2



デザインWG検討内容（バスタ変更ポイント）
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デザインWG検討内容（バスタ変更ポイント）
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デザインWG検討内容（バスタ変更ポイント）
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デザインWG検討内容（バスタ変更ポイント）

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭
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デザインWG検討内容（バスタ変更ポイント）
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デザインWG検討内容（バスタ変更ポイント）
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デザインWG検討内容（バスタ変更ポイント）

9



デザインWG検討内容（バスタ変更ポイント）
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デザインWG検討内容（バスタ変更ポイント）

※第23回デザインWG/第2回バスタデザイン検討WS資料を修正
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デザインWG検討内容（バスタ変更ポイント）

※第23回デザインWG/第2回バスタデザイン検討WS資料を修正
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デザインWG検討内容（バスタ変更ポイント）
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デザインWG検討内容（バスタ変更ポイント）

※平面図、断面図については、現段階での案であり、今後の調整等により変更の可能性あり

※第23回デザインWG/第2回バスタデザイン検討WS資料を修正
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デザインWG検討内容（バスタ変更ポイント）

※平面図、断面図については、現段階での案であり、今後の調整等により変更の可能性あり
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旧

第8回バスタ検討部会提示 施設配置案 延べ床面積約720㎡

新

デザインWGの検討を踏まえた修正案 延べ床面積約720㎡

◆ 第8回バスタ検討部会で提示した施設配置案から、デザインWGの検討内容を反映した更新案について新旧対応状況を示す。

「バスタ検討部会」資料更新の新旧対応表

表 第8回バスタ検討部会提示案からの新旧対応表

※平面図については、R４.２「近鉄四日市駅周辺における交通結節点整備計画」更新時のものであり、今後の調整等により変更の可能性あり
※建物の配置や寸法・面積は目安であり、機能配置と合わせて、今後の事業者との協議・調整等により変更の可能性あり
※カッコで示す収益施設のサービス業種に関しては現状の想定のため、今後の事業者との協議・調整により変更の可能性あり

7m

7m

建物①

30㎡

4m

27m

建物③

有人チケット
販売所
30㎡

収益施設
（物販等）

30㎡

待合施設
30㎡

執務室
20㎡

18m

建物⑤

4.5m

子育て支援機能
10㎡

トイレ
(多目的含む）

60㎡

備品
倉庫
10㎡

25m

6m

建物⑧

8m

16.25m

建物②
建物④

5.5m

3.5m

収益施設
（カフェスタンド等）

20㎡

建物⑥

3.5m

20m

コイン
ロッカー
10㎡

多目的トイレ
（おむつ替え台含む）

10㎡

パウダー
コーナー
10㎡

待合施設
40㎡

建物⑦

屋上等を活
用した防災
倉庫の配置
を検討

：交通機能 ：公益機能 ：利便機能

待合施設
収益施設

（カフェ等）
130㎡

・地域交流・歴史情報提供施設
・収益施設（レストラン等）

150㎡

収益施設
（物産等）

観光案内
情報提供

27m

収益施設
（物販、飲食等）

60㎡
待合施設
50㎡

4m

建物

動線（地上レベル）

動線（デッキレベル）

20㎡

②130⇒110㎡ ④110⇒110㎡

①50⇒40㎡ ⑦70⇒90㎡

連節バス対応のストレート形状に変更

⑤80⇒70㎡ ⑥20⇒0㎡ ⑧150⇒180㎡③110⇒120㎡

：建物形状の変更
：ターミナル形状の変更
：建物の削除箇所タクシー待機の間隔を空け、必要な待機台数を確保する

ため、タクシー乗降バースを待機バースに変更

※平面図については、「中央通り再編基本計画」策定時のものであり、今後の調整等により変更の可能性あり 16
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３．交通結節点のデザイン
（バスターミナルの整備に係る事項）

資料4
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◆ 近鉄四日市駅周辺の現状と課題、「近鉄四日市駅周辺等整備基本構想」における近鉄四日市駅周辺等整備の基本的な方向性、バスタプロジェクトの狙いを踏まえ、
四日市バスターミナルの基本目標を設定。

近鉄四日市駅周辺等
整備の基本的な方向性

近鉄四日市駅周辺の
現状と課題

バスタプロジェクトの
狙い

四日市バスターミナルの
基本目標

【現状】

◇近鉄四日市駅前広場はバスやタクシー等の交通機能に特化して
おり、駅西側に向かう歩行者動線、待ち合わせや集合場所とな
るような空間がない。

◇駅利用以外はほとんどがふれあいモールを通して人が移動して
いる。

◇駅前広場が四日市を印象付けるような美しい空間となっていない。
【課題】

◆駅北側のふれあいモールの歩行者動線に加え、駅南側の中央
通り側においても、駅西街区や市民公園から駅東側にかけて
の歩行者動線や滞留空間を確保し、回遊性を高めることが必
要ではないか。

◆信号交差点や乗り換えにおける垂直移動などのバリアを減らす
ことが必要ではないか。

◆駅前整備にあわせて民間投資を促し、賑わいを創出する必要
があるのではないか。

【現状】

◇交通ターミナルとしての広さが不足しており、各交通モードが混在
するとともに、バスのりばなどが分散しているため、分かりづらい。

◇バリアフリーに対応する送迎スペースがない。
◇中央通りの高架下には送迎車が多い。
◇近鉄パーキングを利用する車両とバスなどで混雑することがある。
【課題】

◆高齢化社会においてはバリアフリーに配慮したタクシーのりば
や送迎スペースを駅直近に配置する必要があるのではないか。

◆バスのりばをもっと分かりやすくする必要があるのではないか。

◆商店街の賑わいへの寄与等を考慮してバスのりばを配置する
必要があるのではないか。

◆各交通モードと歩行者を分離し、安全性を向上させる必要があ
るのではないか。

◆乗り継ぎ動線に屋根を設置するなど、快適性を向上させる必要
があるのではないか。

視点②：まちづくりと連動した交通機能の配置

【現状】
◇中央通りは楠の並木など良好な景観を有する。
◇車道は片側3車線で交通量に対して余裕がある。

【課題】

◆広い中央通りをバスのりばや歩行空間などに優先的に利用し
てはどうか。

◆楠の並木空間を歩行空間・緑道とし、文化的な交流が営まれる
場所として利用してはどうか。

◆四日市に訪れた人が美しい景観や眺望を観られる場所を確保
してはどうか。

視点③：中央通りを活用した空間の魅力向上視点①：賑わい・もてなし空間の創出と回遊性の向上

【配慮すべき事項】
①中心市街地の活性化 ②交通結節機能強化 ③都市機能施設への回遊性向上 ④バリアフリー環境の整備 ⑤都心居住の促進

地域の活性化

地域の実情に即した公共交通ネットワークの充実や賢く公共
交通を使う取組により、観光立国や一億総活躍社会を実現。

災害対応の強化

災害時の鉄道等の代替交通機関としてのバスの機能を強化し、
災害時の人流を確保。

生産性の向上

ドライバー不足が進行するバスの運行効率化を促進するとと
もに、バスの利用促進により都市部の渋滞損失を削減

バス停の集約・スマート化
による交通結節機能の強化

歩行者の円滑な移動・乗換
を支援する交通拠点の整備

並木空間の再編による
魅力あるスペースの創造

駅周辺と一体となった
賑わい・歩行空間の創出

防災機能の強化
新たなモビリティや
交通サービスとの連携

民間ノウハウを活用した事業スキーム

民間ノウハウを活用し、ターミナル使用料・商業施設等から
得られる収益によるターミナルの管理・運営を実現。

公益機能の強化

防災機能の強化、バリアフリーの強化、訪日外国人対応の強
化等。

他の交通、拠点、新技術との連携強化

他の交通やまちづくりとの連携、他の交通拠点との連携、新
たなモビリティとの連携

出典：近鉄四日市駅周辺における交通結節点整備計画

３．交通結節点のデザイン（バスターミナルの整備に係る事項） ３－１．基本目標
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並木空間

情報提供施設

チケット販売所

待合空間・コインロッカー

子育て支援（授乳室）

賑わい施設トイレ・パウダーコーナー 魅力ある滞留スペース

防災機能

出典：近鉄四日市駅周辺における交通結節点整備計画

３．交通結節点のデザイン（バスターミナルの整備に係る事項） ３－２．施設配置方針

荷捌き・臨時バス乗降スペース

諏訪栄町交差点
（仮）ターミナル入口交差点

近鉄
四日市駅

あすなろう
四日市駅

近鉄
百貨店

1

タクシープール：8台程度

至 大阪

至 名古屋

凡例

バスのりば
タクシーのりば
エレベータ
エスカレータ

タクシー乗降場

広場

くすの木P入口（既存）

特定車両停留施設
区域設定エリア（案）

◆ ターミナル内に入構する車両は、路線バスおよびタクシー。
◆ 車両動線および歩行者空間の利便性・快適性のバランスを考慮の上、

バース・待合広場を配置。

◆ 屋内待合空間と各種機能を連携させ、待合時のワンストップの利便性を高める。
◆ 各島に待合・券売の基本機能と賑わい施設を配置。
◆ 商店街に隣接した賑わい空間を形成する。
◆ 東海道との交差部には並木と賑わい施設を導入。

バスのりば・車路・待合広場の配置の考え方 各機能の配置の考え方

タクシープール：4台程度

横断デッキ

ペデストリアンデッキ

特定車両停留施設
区域設定エリア（案）

特定車両停留施設
区域設定エリア（案）

※バスバース数及び配置、車路、出入口、横断箇所等は、関係機関協議を行い詳細な配置を決定していく

重要な視点

景観への配慮から平面上に低層階での施設配置

基本目標に則り必要な機能を十分に確保

余裕のある配置に配慮するためには、必要に応じターミナル機能や防災機能等を優先

魅力的な賑わい機能の導入により、ターミナルの維持管理・運営に必要な収益性を確保

３）検討を進める上での視点
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機能 施設 規模設定（案） 規模設定の考え方

タ
ー
ミ
ナ
ル
基
本
機
能

チケット販売所 約50㎡程度（案内カウンター、並びスペース、券売機３台程度含む） 券売機台数は高速バス発車台数（40台/日）より設定。
（営業設備ハンドブック（ＪＲ東日本）等参照）

待合空間
（屋内）

約 130㎡程度 バス待ちの待合空間は必要とバス事業者からの意見あり
バス乗降客数からパーキングエリア基準を参考に設定

待合空間
（屋外停留所）

約760㎡程度 駅・商店街からの利用者のため、雨除け等の屋根が必要

トイレ
（多目的トイレ含む）

約 70㎡程度 バス乗降客数からパーキングエリア基準を用い設定

管制センター 必要に応じ設定

防災施設 ※別途整理 ※賑わい施設との兼用を検討

公
益
・
利
便
機
能

コインロッカー 約 10㎡程度 近鉄四日市駅設置台数（小120台）より乗降客数割合で設置

子育て支援機能
（授乳室等）

約 ８㎡程度 三重県ユニバーサルデザイン整備マニュアルに基づく整備例に
よる必要施設が設置できる面積

パウダーコーナー 約 10㎡程度 女性用トイレの個室数の半数程度とする。
（サービスエリアの基準 2.2㎡/人）

観光案内等 約 25㎡程度 事例より設定

賑わい施設
（民間収益施設）

約3~380㎡
（最小値（例）：駅売店）
（最大値（例）：奈良県登大路バスターミナル事例）

民間事業者ヒアリング及び事例を踏まえ設定
※要検討
※防災施設との兼用を検討

◆ 近鉄四日市駅前のバス乗降客数は平均8,400人/日（近鉄四日市駅乗降客数は45,116人（H30））。
◆ バスターミナルとして必要と考えられる機能は下表のとおり。この内、建物内に収容する施設の最低限の規模（赤文字を想定、廊下、エントランス等を除く。）は、
300㎡程度と想定される。

◆ 賑わい施設については別途検討が必要となる。
◆ 詳細については、サービスレベルに応じた精査が必要。

（登大路バスターミナル）

ベビーコーナー・授乳用設備

（モントリオール）

※規模等については、現段階の案であり今後の調整等により変更の可能性があります。

4

出典：近鉄四日市駅周辺における交通結節点整備計画

３．交通結節点のデザイン（バスターミナルの整備に係る事項） ３－３．必要機能
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5３．交通結節点のデザイン（バスターミナルの整備に係る事項） ３－３．必要機能

１）近鉄四日市駅バスターミナルの被災時の対応について

◆四日市市では、被災時に多くの避難者が想定され、被害の軽減を図るため、大きく２種類の避難所等を整備・指定。

◆近鉄四日市駅バスターミナルは、屋外の施設であるとともに、公共交通機関の運行を担う場所であるため、施設特性上、避難所ではなく指定緊急避難場所等への活用が望ましい。

◆今後、近鉄四日市バスターミナルを指定緊急避難場所として位置付けるかについて、四日市市とも調整を行い、中央通り再編と一体的な検討が必要。

種別 概 要

指定緊急
避難場所

・災害時の危険回避のため一時的に避難する場所又は帰宅困難者が公共交通機関の回復まで待機する場所
・災害種別に応じてあらかじめ四日市市が指定
・避難指示などを発令する場合、この指定緊急避難場所への避難を呼びかけ

緊急避難所
（その他の
避難場所）

・地域の住民が一時的に災害時の危険を回避するための避難場所
・地域からの要望により指定

種別 概 要

指定避難所
・災害救助法が適用される程度の災害が発生又は発生する恐れがあり、または多数の避難者が予想さ
れる場合に、市災害対策本部が、あらかじめ指定されている避難場所のうち必要に応じて開設する
もの

福祉避難所
（2次避難所）

・介護が必要等、他の人との指定避難所に住むことが困難な人が滞在するための避難所
・あらかじめ協定を締結した福祉施設などが対象

＜指定緊急避難場所等：数時間程度の受け入れを想定＞

・災害時の危険を回避するため、一時的に避難する場所または帰宅困難者が公共交通機関の回復までに待機する場所

＜避難所等：日単位での受け入れを想定＞

・住居を失った人等の避難生活の場所であるとともに避難生活の支援拠点となる施設

２）近鉄四日市駅バスターミナルの被災想定と災害別対応方針の整理

対
応

四日市市 指定緊急避難場所指定基準 近鉄四日市駅バスターミナル

災害種別 指 定 基 準 デッキテラス部（近鉄四日市駅側２階相当） ターミナル部 東海道歩行者広場

①

洪水
洪水ハザードマップ及び防災マップ（風水害）において、浸水予測が浸水深２メートル未満の場合は２階
建て以上の建物、２メートルから５メートルの場合は３階建て以上の建物

〇（避難経路等） ×（浸水想定区域(1.0m～2.0m)に該当） ×（浸水想定区域(1.0m～2.0m)に該当）

津波 ３階建て以上の建物及びそれ以外の地区の建物 〇（避難経路等） ×（浸水想定区域に該当） ×（浸水想定区域に該当）

内水氾濫 内水氾濫想定区域図において、浸水範囲外の建物及び浸水範囲内の２階建て以上の建物 〇（避難経路等） ×（公共交通の運行や退避経路の阻害） ×（浸水想定区域に該当）

高潮 富洲原、富田、羽津、橋北、塩浜、楠地区の３階建て以上の建物及びそれ以外の地区の建物 〇（避難経路等） ×（浸水想定区域に該当） ×（浸水想定区域に該当）

②
地震 耐震性のある建物及びグランドなどオープンスペース 〇（避難経路等） ×（公共交通の運行や退避経路の阻害） 〇（帰宅困難者一時滞在等）

大規模な火事 火災発生区域外のオープンスペース 〇（避難経路等） ×（公共交通の運行や退避経路の阻害） 〇（帰宅困難者一時滞在等）

③ 土砂災害 土砂災害警戒区域、急傾斜地崩壊危険区域外の建物 ○（情報提供） ○（情報提供） 〇（情報提供）

◆近鉄四日市駅バスターミナルが、指定緊急避難場所として機能を発揮できるか、想定される災害別に四日市市の指定基準と比較し、災害種別に応じた対応を検討。

①洪水・津波・内水氾濫・高潮：浸水想定等から施設用地内での滞在は困難。近隣の指定緊急避難場所や緊急避難所（その他）等への避難誘導

②地震・大規模な火災 ：指定緊急避難場所と同等の施設として活用（以降、一時緊急避難場所）

③土砂災害 ：バス等の運行を維持しつつ、災害等の情報を提供（近鉄四日市駅バスターミナルは、上記災害の対象エリア外）

出典：第7回近鉄四日市駅バスターミナル検討部会

洪 水 津 波 内 水 氾 濫 高 潮

※想定最大降雨を時間最大雨量147mm/hとし、概ね1,000年に1回程度起こる豪雨を想定
出典：四日市市内水浸水想定区域図（常磐・橋北・中部地区）より作成

◆地域の既往最大級の降雨や他地域での大規模な降雨等に対する内水による
浸水が想定される区域であり、概ね0.5m～1m程度の浸水を予測

◆地域の既往最大級の降雨や他地域での大規模な降雨等に対する内水による
浸水が想定される区域であり、最大2mの浸水を予測

出典：四日市防災マップ（常磐・橋北・中部地区）より作成

◆大規模地震の発生に伴う津波により、最大1ｍの浸水を予測
（南海トラフの理論上最大クラスの地震発生を想定）

出典：伊勢湾沿岸（三重県区間）高潮浸水想定区域図（浸水区域及び浸水深）（三重県）より作成

◆最悪の事態（既往最大台風である室戸台風級の台風により、県内各地区に大
きな影響を与える複数の経路を設定、堤防等は設計条件に達した段階で決
壊）を想定し、高潮シミュレーションを実施。最大3mを超える浸水を予測

バスタ整備予定地

1m~3m

最大浸水深

3m以上

凡 例

バスタ整備予定地

出典：三重県地図情報サービス津波浸水予測図（H28）より作成

バスタ整備予定地バスタ整備予定地

凡 例

想定最大浸水深
（下水道及び河川の氾濫）

0.5m未満
0.5～1.0m
1.0～2.0m
2.0～5.0m

0.050m～0.300m

内水浸水想定最大浸水深

0.301m～0.500m

0.501m～1.000m

1.001m～3.000m

排水区界

凡 例

0.01~0.3m

0.3m~1.0m

1.0m~2.0m

2.0m~5.0m

5.0m~10.0m

津波想定最大浸水深

凡 例
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6

出典：第６回近鉄四日市駅バスターミナル検討部会

３．交通結節点のデザイン（バスターミナルの整備に係る事項） ３－３．必要機能
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7３．交通結節点のデザイン（バスターミナルの整備に係る事項） ３－４．動線計画

地上動線（幅員3.5m）

デッキレベル動線（幅員一般部3.5m、階段部2m）

EV３層

（2F/GL/B1F）

EV2層

（2F/GL）

EV４層

（2F/GL/B1F/B2F）

EV2層

（2F/GL）

くすの木P地上施設については、法規的条件に留意しつつ、

アイレベルで建築と一体的に見えるように再配置

くすの木Pへの階段はバスタテラス階段下に配置

ESCは出入口との取り合い上北側に配置

※設計時、要技術検討

バスタ内主要動線の直進性や商店街とのアク

セス性確保のため、EVは北側配置とする

※平面図については、現段階での案であり、今後の調整等により変更の可能性あり

◆ 歩行者動線部については、屋根をかけ雨に濡れず快適に移動できる空間とする
◆ くすの木パーキングの地上施設（換気塔等）については、建築基準法等法規的与件に留意しつつ、歩行者動線の妨げとならないように移設を行う

近鉄四日市駅

あすなろう
四日市駅

近鉄百貨店

国道1号

建物

屋根範囲 H4.5m程度

EV

くすの木P地上施設

（給排気口等）

大屋根 H6.5m程度

歩行者動線（地上レベル）

近鉄四日市駅

あすなろう
四日市駅

近鉄百貨店

国道1号

歩行者動線（デッキレベル）

歩行者動線（地上⇔デッキ）

屋根範囲(デッキ上)
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３．交通結節点のデザイン（バスターミナルの整備に係る事項） ３－５．機能配置「施設最大案」

ターミナルの施設配置については、機能配置「施設最大案」をベースに検討を進め、下記の配置をモデルプランとして採用
• バスターミナルの将来における持続的な運営を目指すうえで、一定の収益を確保する必要がある
• ただし、バスの発着料に伴う収益が少ないことが想定されることから、ターミナル内において、可能な限り収益性を確保すること

が望ましい
• 民間商業事業者へのサウンディング調査結果からは、収益性の面からは大きい施設面積を確保しスケールメリットを生かした運営

が望ましい意向を確認しており、さらに複数のサービス業種導入を目指すうえでは施設最大案を選定し、施設配置検討を進める
• ただし、モデルプランに基づいて施設配置を検討する際、ターミナル内外の景観を阻害しないよう配慮する必要がある

シェルター

建物

動線（地上レベル）

動線（デッキレベル）

※平面図については、現段階でのイメージ案であり、決定したものではありません
※今後の調整等により変更の可能性があります

出典：第８回近鉄四日市駅バスターミナル検討部会資料をもとに更新

・面積拡大

表 建物配置の考え方

①

②

③ ④ ⑤

⑦

⑧
広場

建物番号
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

建物配置の基本目的

・近鉄四日市駅から接続する位置関係か
ら玄関口となる機能を確保する。

・主たる交通機能が集約される西島平面部
へのターミナル機能を確保する。

・西島平面部におけ
るターミナル機能を
補完する。

-

・高速バス利用者の
ための主たるターミ
ナル機能を確保す
る。

・広場空間と連携し
た機能、ガーデンエ
リアとの連続性を確
保する。

これまでの「施設最大案」との配置・形状の
変更点

・駅から円形デッキやターミナル平面部と
の十分な動線確保のため、①②の離隔
を取り、階段・エスカレーター付近の空間
を確保する。

・商店街側からの動線が合流する箇所とな
るため、歩行者の通行を阻害しないよう、
③④の建物の離隔をとった配置とする。
・主たるターミナル機能の配置場所となる
ため、十分な面積を確保する。

・ターミナル内の見通しの確保と、車両から
の視認性確保の観点から、形状を横長に
する。

・高速バス利用者の
ためのターミナル機
能の配置場所とな
るため、十分な面
積を確保する。

-

上記変更に伴う
各施設の面積変更

変更前 180㎡ 100㎡ 80㎡ 100㎡ 60㎡ 50㎡ 150㎡

変更後 40㎡ 110㎡ 120㎡ 110㎡ 70㎡ 0㎡ 90㎡ 180㎡

・③④の建物を離して配置
・面積の拡大

・⑤の建物の形状を横長に変更

残置可能な樹木

移植・伐採する樹木

・①②の建物を離して配置

変更後「施設最大案」モデルプラン
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9

※平面図、断面図については、現段階での案であり、今後の調整等により変更の可能性あり

３．交通結節点のデザイン（バスターミナルの整備に係る事項） ３－６．デザイン方針

A断面

◆ モデルプラン；バスタ西島に一体的な大屋根の整備を行う案
【施設デザインの考え方】
◆四日市の顔に相応しい高質なデザインを目指す
◆雨天および強風時にも快適に利用することができる空間づくりを目指し、バス待ち空間や通路、乗降場には屋根を設置し、居心地の良い歩行者空間を整備する
◆中央通りにおける緑の連続性に配慮し、屋根が大きくかかる部分では屋上緑化等の導入も検討しながら緑の確保を図る
◆利用者のアイレベルでの見通しやターミナル全体のデザインの質を高めるために、ターミナル施設の屋根の統合や柱スパンを極力大きくする等の構造上の工夫とともに、
既存の地下駐車場の地上施設（換気塔など）を建築と一体的に見えるように再配置する

【西島のデザイン方針（案）】
◆大屋根については、中央通りの延長方向に適宜ストライプ状のデザインの切り替えを行
う形態を基本とし、中央通り全体のつながりを表現する

◆大屋根には、空への開放感を担保するため、自然光を効果的に取り入れるストライプ状
のトップライトを設け、透過・半透過性の素材を用いる等の工夫を行う

◆非常時の照明等の電源確保を視野に、太陽光発電施設の導入を検討する

建物

シェルター範囲 H4.5m程度 屋根（不透過/太陽光発電施設等）

大屋根 H6.5m程度

花壇等地被植栽

階段・ESC部屋根緑化・植栽・レインガーデン等

屋根（透過/トップライト等）

B断面
橋上も可能な限りプランター等で緑化

交差点部は花壇等で設える

ストライプ状の“やねニワ”で屋上緑化を行う

換気塔は階段下もしくは建築と一体的に見えるように再配置

既存樹木は、北側の列植を優先し可能な限り残す 建物は横断指導線から5m程度控える

新植樹木は連続的に車道際（自転車道際）に配植

車道照明

A断面 B断面

軸性・統一感を演出するため、本線側車道照明は中央通りと同じ製品とする

【東島のデザイン方針（案）】
◆北側の既存樹木を1列残し、新植樹木で可能な限り連続的な緑のつながりを表現する
◆東海道については昔の東海道が通っていた方向に幅員約1.8mの遺構表示的な切り替え
を設えるとともに、北側歩道と一体的な円形の広場デザインをほどこし空間の広がりを
表現する

建築基準法（防火区画等）の規制を踏まえた

屋根形状の設定

※大屋根については、建築物の排煙設備の計画に応じて、屋根に開口部を設ける可能性あり

歩行者回廊の開口のため適宜切り欠き等を設ける
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